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 (担当) 
生活安全企画課 

※次頁に続きます 

県 民 の 皆 様 へ 

身近なところから｢防犯力強化｣を！ 

～みんなで、声掛けあって、被害防止～ 

犯人は、 
警察官、弁護士、市役所・金融機関・防犯協会の職員 
息子や孫の家族 

など様々な身分を名乗ります。 
 
顔が見えない電話の相手は 

信用しない！！ 
 

うそ電話詐欺を防ぐ合言葉は「れいわ」 

○れ ．冷静になって対応！焦りは禁物！ 
    不審な電話はすぐに切って、警察に相談 

○い．いつも留守番電話で詐欺撃退！ 
   防犯機能付き電話を利用して、さらに防犯力を強化 

○わ．私は大丈夫と思わない！ 
詐欺犯人は「あなたの油断」を狙っています 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・ ●●警察署の●●です。 

・ 詐欺グループを捕まえたら、あなたの名前があった。 

・ キャッシュカードが悪用されています。 

・ 担当者が行くので、カードを渡して欲しい。 

ハウスメーカーの

従業員を名乗る男 

・ 医療費の還付（介護保険の戻り）があります。 

・ コロナの関係で窓口の申請には時間がかかりますが、 

近くのＡＴＭならすぐに手続ができます。 

・ キャッシュカードを持ってＡＴＭに行ってください。 「市役所」の職員 

を名乗る男 

・ 近くに介護施設（老人ホーム）ができます。 

・ 入りませんか？ 

・ 入らないなら、希望される方のために、名義を貸して。 

名義を貸すことを了承すると、「名義貸しは犯罪」「逮捕される」と脅されます。 


